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内 容 梗, 概

電話施設の創設費を軽減するた捌こ加入者線路を飾磨することが考えられ,一般に共同電話などが使用され

ているが,集線装置は簡単に設置できて一般一準独加入者と変らないサービスが得られるので,最近有力視され

こきている｡

本稿でほA形交換機用として完成したAC-3･形集線装躍について概要を述べ,粕こJこ-1う外装毘の‥-｣1路方式につ

いて 述する｡

この装置ほ新たに開発されたEK形クロスバスイッチを使川して,小形安定化したもので,局外装置ほ屋外

の柱上などに設置されるので保守点検に容易で温湿度の変化に耐えるよう考慮してあり,

り供給され,線路条件ほA形交換機の限界まで佐用できる｡

l.緒

電話の加入者線路ほ高価でありかつ-一一般に使用能率が低く,住宅

話などでほ歳繁時でも5%に満たない場合がほとんどである｡

集線装置は加入者が電訴交換局から比較的遠距離の場合に.加入

者地域の柱上などに選択機能をもつ信けト装苗を置いて,多数の加入

者線を集め,交換局との間を少数の線路で結びこの線路を多数の加

入一者が共同して使用し,線路の使用能率をあげて線路華を節約する

ための装置である｡

集線装置の加入者は電話の取扱い,番号付与,秘話,相互通話,

個別度数登算など一般単独加入者と同等のサービスが与えられる｡

の普及に伴って加入者地域が広くなり,線路が長遠になると

ともに,1回線あたり 荊の利用率ほ漸減する傾向にあるので,

加入者あたりの創設費を低減する必要がある､｣これに対処するため

には,経費の和当部分を占める線路を節約することが効果的であF),

それには 線装置を利用することが有利である｡

また,住宅,アパートなどの増加で電話の需要が多くなり既設の

織路に余裕がない場合な まバと

線路の数倍の加入一考を収容することができる｡

形3+CA

よって既設

緑装置は通話路用としてEK形クロスバスイッチを便

用している｡局外装~掛こほクロスバ交換機用機器を使用し,また回

路も単純化して,装置の安定化をほかった.またこれらの内郎機器

ほジャックイン式として取ほずし交換を搾易にしており,小形
∫｣一

_1Tl.

で完全防水ケースに収拝されているので屋外の柱上などに設置して

使用できる｡

本装置は昭和33年10月相模鉄道株式会社に納入,その後,日本国

有鉄道の新宿駅,大分駅をはじめ数箇所に納入され,良好な

続けている｡

AC-3形

2.構 成

線装置は加入者地域に設置する局外装置と交換局に識

筐する局内装置から構成される｡

尚外装置は弟1図および弟2図に弄すように二重ケースに収容さ

れ, 外の単柱上あるいは壁面などに取付けられるようになってい

る｡また内側のケースは完全防水形で,ケーブルの結合はジャック

イン構造となっており,簡単に内側のケースを外側ケースから取ほ

ずし,予備と交換ができる{〕

l月部機器ほすべてクロスバ交換機用の機器を依用しており,EK

*
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源ほすべて親局よ

第1図 局外装置外側ケースを開いたところ

第2図 局外装置ケースを開いたところ

形クロスバスイッチ1個と,ワイヤスプリングリレー,セレン整流

器,冷陰極放電管などより 成されている｡

中継線5回線の場合,局外装置の火きさ,遁:遣ほ二

容した状態で次のとおりである｡

470mm

550mn1

210ⅠⅥnヽ

約33.5kg

ケースに収

局内装置は算3図および第4図に示すようにEK形クロスバスイ
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第3図 局 内 装 置

ッチおよび双子接点水平形リレーを主体として構成され,A形交換

器架に

る｡

装でき,50号形の高さで3

3.中 継 方 式

弟5図に示すように局外装置と局内

入着

置まで搭載でき

置で,それぞれ24回線の加

話機および,交換機の加入者端子に接続され,両端が加入者

の数に展開されていて,中央の中継緑が5回線にしぼられた形とな

っている｡

接続にあたってほ局外装置,局内装置の対応した交さ点が閉じら

れて,加入者から中継線を通して交換機に接続される｡

集線装置の基本的機能ほ,発信あるいは着信した加入者を選出す

るラインファインダ機能と,この遠山した加入一着の位置情報を局外

装置と局内装置で相互に交換して,対応する接続路を構成すること

である｡

本装置は接続路としてEK形クロスバスイッチを使用しており,

このスイッチは水平路が10,垂直路が12でウェスタン形クロスバス

イッチとは異なり,水平路側がホールドマグネット,垂直路側がセ

レクトマグネットになっている｡

加入者および中継線の収容ほ垂直路すなわちセレクトマグネット

側に加入者を収容し,水平路側に中継線を収容する｡

クロスバスイッチは上下の2群に分割して使用し,加入者同線ほ

12回線ずつ2群で24回線,中継線は2群を複式として5回線を収容

するが,呼量の多い場合は中継線をグレーデソグ複式として8回線

まで増加できるよう考慮されている｡

本装置では後 するようにクロスバスイッチにカットオフの機能

を持たせるために,交さ点の切替使用は行っていない｡

局外装置と局内装置の間の中継線は通話路用の5回線のほかに局

外装置の制御および動作

使用する｡

流の供紛のために制御線として1いjl線を

またA形交換機を対象として設計したので,加入者からの発信の

場合は,中継蘭装置から直接ラインスイッチあるいはセレクタに接

続されるように構成され,交換機側ほコソネクタ端子を加入者の数
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第4図 局内装置

冒.`升粟置

カバーをはずしたところ

局内装置 月形自交

第5図 中 継 ノノ 式 図

だけ必要とするが,ラインスイッチ側ほ中継線の数のみでよいから

交換機のラインスイッチほ節約できる｡

また,加入者の番号ほコンネクタ端子で決るので一般加入者と同

様の 講番号を付与できる｡

4.呼 量

緑装置でほ,多数の加入者に対して線路を小数にしぼって使用

するので,呼量の多い場合には線路は全話中になる場合があるが,中

継線数と ベる呼量との間にほ葬る図のような関係がある｡線路が

少ない場合には線路の増加に対して運びうる呼量は急激に増加する

性質があり,図で明らかなように呼損率を
100
とした場合線路が

5本の場合ほ約50HCS運びうることになり,AC-3形集線装置で

は,中継線5本に対して加入者24回線を収容して,1加入者当りの

呼量が2HCSとなるよう設計した｡これは通常の住宅用電話などで

は十分の呼量である÷〕また特に呼量の多い場合はグレーデソグ接続

で巾継繰を8回線まで増加できるよう考慮しており,この場合の呼

景は1加入者当り3.5HCSである｡

5.性

5.1電気自勺条件

局外装置は局内

能

源によって動作するために,中継線の線路抵

抗などに限界があり,什様は,次のとおりである｡

親局交換機より｢納装跡こ供給する電源

直流電源電圧 48VI∋Ⅴ
呼Jll信弓一電圧 16c.′′ノs65～85V

局内一局外装置間地電位差 ±3V以下
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中継線線路限界 直列択抗 1,000n(ループ)以下

漏えい抵抗 2,000n以上

加入者縦線路限界 直列抵抗 中継繰1,000nのとき300fユ(ル

ープ)以下

800nのとき400n(ループ)以下

600nのとき500n(ループ)以下

400Qのとき600∫ユ(ループ)以下

漏えい抵抗 20,000以上

5.2 周 囲 条 件

局外装置の温度 一10DC～+400C

である｡

5.3:｣ 帯 機 能

5.3･1警 報

局外装置,局内装置,中継祝および制御線などの障告は局内装

置で警報を表示する｡

中継線の障害および局内装置の中継繰回路障告ほ警報を表示す

るとともに白動的にそのトランクが閉 される｡

加入者緑地気およぴリーク障告の場合その回線は自動的にトラ

ンクに収容されて警報を発生する｡

5.3.2 中継線仝話中

加入者に対しては制御線を通して話中雷を 出する｡交換機側

にはコンネクタのRT線で地気を接続して着信に対しても閉塞す

る｡

これほ一般加入者より着信の場合ほ呼出着を聞いて待ち合わせ

ても支障ないが,手動台よりの着信の場合ほ話中であることが扱

者にただちにわかるようにするためである｡

5.3.3 発 信 停 止

料金不私加入者に対しては,局内装置の 作によって,発信の

みを停止し,話中音を送出することができる｡

5.3.4 試 験

交換局の試験台より一般加入者に対すると同様に回

きる｡緑路条件は･単独加入新とまったく同様である｡

5.4 そ の 他

本装置に付加装置を僚用すればクロスバ交換機にも適用するこ

とができる｡
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木耳輝
ホールドマグネ引＼1■則

一一奉恒路
セレ列＼マグネット側

る.設計の 目標

本装置の設計に当っては次の点について重点をおいた｡

(1)局外装置ほ交換局から遠隔の他に分散され,屋外の柱上な

どに設置されることを考慮し,回路は極力単純化して構造も保守

容易であることを目標とした｡

(2)局外装置の機器はすべて,クロスバ交換機用の機器を使用

し通話路ほクロスバスイッチで構成し,摺動接触部分がなく接点

をすべて貴金属接点とL,また温湿度に弱い 解コソデソサ,ト

ランジスタなどの使用を避けて,安定で障害の原因を極力少なく

するようにつとめた｡

(3)局外装置には電源を設けず,すべて親局より供給し,親局

の電源も通常の直流一48Vおよび16c/s75Vの呼出 源のみで

動作し,特に私設交換機のために+48Vも必要としないよう考慮

した｡

(4)加入者電話機および局の交換機は変更せず,線路条件も単

独加入者とまったく同一条件でインパルス伝送,通話,呼出などが

でき,局1ノはり加入者線路試験も行うことができるように回路を

構成した｡

(5)局外装置および線路の障害などの監視には特に

て局内

次に

匿で警報を出すよう監視警報回路を設けた｡

瓜をおい

7.局外装置回路

線装置の主要点であり,新しい回路を採用した局外装置の

回路について少し詳細に

7.1クロスバスイッチの回路

通常のクロスバ交換機において,セレクトマグネットに対応して

加入 を収容する場合,加入者に対応して加入者の発信表示をうけ

て交換機を起動するラインリレーと,このラインリレーの回路を切

断するカットオフリレーを必要とする｡

AC-3形 線装置ではできるだけ小形化し,また通話中カットオ

フリレーの保持電流を供給することが困難なために,ラインリレー

およびカットオフリレーをのぞいた回路構成とし,カットオフの機

能ほ,クロスバスイッチにもたせている｡

策7図は局外装置におけるクロスバスイッチの接続図である｡

垂直路側に加入者(SUB)が直接収容されており,水平路側には中継

繰(TRK)が収拝されている｡

クロスバスイッチの交さ点ほ通常メーク接点のみで構成される

が,このスイッチほ,交さ点にメーク接点2個とブレーク按一 2個

で構成されている｡このブレーク接点はカットオフの機能を果すた

めのものである｡
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第1表 クロスバスイッチ仕様

第2表 セレクト･ホールドマグネット特性

弟7図に示されているようにブレーク接点は,加入者に対応して

チェーソ回路が構成されており,ブレークチューンの一方は(+)線

と地気に,ほかの一方ほ(-)線と制御回路に接続されている｡

動作は次のように行われる｡

加入者が送受券をあげると 地気～ブレークチェーソ～(+)線～

加入者ループ～(-)繰～ブレークチューン～起動回路

の経路で制御回路に地気が接続される｡すなわちこれが起動およ

び加入者識別線となり,接続動作にほいる｡

動作が進行して,クロスバスイッチの #1セレクトマグネット

(SM.)と,♯1ホールドマグネット(HM.)が動作すればその交さ点の

第9図 ホールドマグネット磁石掛性

第10図 線 路 電

接点が動作し,#1加入者(SUB)から#1中継線(TRK)への通話路

が完成すると同時にブレーク接点が開くので前述の起動回路は切断

される｡

ブレーク接点ほ,加入者に対応してチェーンが構成されているの

で,その加入者といずれのTRKが接続されても起動線は切断され

通話中カットオフの機能を果す｡

木方式によれば通話中並列抵抗が接続されることもないので,良

質のイン/ぺルス伝送,通話品質が保証され,局内からの線路試験も可

能であり,一般の単独加入者と同一条件であるなどの利点がある｡

局外装置に使用しているEK-2スイッチおよび局内装置に使用し

ているEK-1スイッチの仕様を弟l表に示す｡

7.2 起 動 回 路

弟8図ほ局外装置の回路図である｡

加入者の選出はまず加入者をGlとG2の群にわけG2に属する加

入者が発信した場合ほ前述のように加入者ループを通った地気がブ

レークチェーンを経て整流器でまとめられ制御線Clに地気が延長

され,G2の場合はC2線に稚気が表れる｡これを直接局内装置に設

けた有極リレーで検出する｡

したがって局外装置には検出回路は不要であるとともに検出の感

動と不感動の限界は良好であり,必要に応じて局内装置の有極リレ

ーのバイアス

積により

生も行えるから,加入者線の漏えい電流の集

って起動することが防止され,たとえば全加入者線路が

20,000nのリークを生じた場合でも1群12加入者で約1,670nとなり

加入者のループ抵抗が最大500nの場合でも十分限界動作に安全率

キ1
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があり誤って起動することはない｡

なお,漏えいが増加して起動に至った時は,局内装置で自動的に

漏えいのある加入者を捕捉して警報をⅢす機能が付加されている｡

7.3 同期選択回路

外装置および局内装置のクロスバスイッチのセレクトマグネッ

トでハンテング回路を形成し,これを同期して動作させ,セレクト

マグネットのオフノーマル接点により加入者の選出を行っている｡

弟8図において群リレーGlが動作したのち,制御線C2線に局内

装置から動作電流を供給し,通 線のL2線からイソパルスを送出す

ると,Aリレーが応勤してセレクトマグネットが順次動作する｡

この際,保持 流は通話線のLl線から供給されており制御線

のC2線からは動作電流を供給しているので局内装置で直列にC2繰

に有樋リレーをそう入して,この電流を監視することで局内装置と

局内装置の同期動作の確認を行っている｡

L2線に送られるパルスは,セレクトマグネットのハンチング速度

の半分でよいことになる｡

セレクトマグネットが順次動作して発呼加入者に対応するセレク

トマグネットが動作すると,加入者ループを経た地気が,ブレーク

接点を経て加入者に対応したセレクトマグネットのオフノーマル接

点を通って最初の起動の場合と同様な経路により制御線を通じて局

内装置の有櫨リレーで検出される｡

これにより,セレクトマグネットのハンテングを停止し,そのま

まCl線よりの-電池を+ 池に切替えてTRKに対応するホール

ドマグネットを動作せしめて通話路を完成する｡

接続時間などに関係のあるセレクトマグネット,ホールドマグネ

ットの動作電流,時間特性を弟2表に示す｡

7.4 復 旧 回 路

局外装置のホールドマグネットには,半永久磁石を使用し,いっ

たん励磁すれば保持電流なしに保持する｡

復旧は,通話線のL2線に16c/sを倍 圧整流した約-150Vを

送出してホールドマグネットを逆励磁することによって行う｡

弟2表に示されているように逆励磁を加えてホールドマグネット

が復旧するまでの時間は8～12msである｡

このマグネットは動作のたびに与えられるアンペアターンによっ

て着磁され,残留磁束密度によって保持し復旧ほ迎励磁して磁束密

度を減少させることにより行なわれる｡

ホールドマグネットの磁気特性の一例を弟9図に示す｡

磁料材料は動作,復旧の際のアンペアターンは小さく,かつ保持

吸引力を大きくするためHCには適当な範囲があり残留磁束密度

BRの大きな材料が選ばれている｡

8.信号制御の方式および接続動作

本装置は局外装置より局内装置への表示,局内装置より局外装置

の制御ならびに 流供給などは制御線と中継線で行うが,その方式

および接続動作を弟10図について述べる｡

弟10図は接続動作のときの制御線と通話線忙 流を電磁

オシログラフで観測したものであって,これに本装置の動作状態が

よく表われている｡Cl,C2は制御線,Ll,L2ほ通話線に流れる電流

で電流の方向は,局内装置から 外装置に流れる場合上側に表われ

ている｡この例では加入者の選択順位ほ第6番目となっている｡

① 局内装置であらかじめあいている中継線を予選択してLl線

75

より捕捉された状態にある｡これが平常状態であって,Ll線に局

内装 から電池 てれさ給供が

流が供給されている｡

いる｡接続動作中もLl線より保持

㊥ 集線装置のGlの群に属する加入者が発信すると制御線Clを

通して局内装置に起動表示が送られる｡

(可 局内装置は④の表示により起動し,Cl粒より

て局外 置の群指定リレーを動作せしめる｡

池を送出し

この時,親局のラインスイッチ側も同時に捕捉する｡

④ ついでクロスバスイッチのセレクトマグネットを局内装置と

局外装置で同期して順次動作させる｡この同期パルスほLl線よ

り送出される｡

(釘 局外装置のセレクトマグネットの動作 流はC2線より供給

し,その動作電流を局内装置で監視して同期動作を確認してい

る｡セレクトマグネットのハソテソグ速度は約63ms/stepとな

っている｡

(釘 発呼加入者に対応するセレクトマグネットが動作すると C

線を通して局内装置に加入者の選出が表示されセレクトマグネッ

トの動作は仲止する｡

(幻Jd内装置よりCl線を通して, 乱を し中継線に対応す

るホールドマグネットを動作せしめる｡この時間ほ,ホールドマ

グネットに着磁するため十分の時間をとり約160ms励磁してい

る｡

㊥ 接続路が完成すると局外装置の制御回路は平常に復する｡

(9 これで局外装置ほ加入者との接続を完了したので局内装置よ

り加入者側の線路試験を行う｡

⑲ ついで局内

られて通

置で対応するクロスバスイッチの交さ点が閉じ

路が完成し通話 流は交換機より供給されて,集線装

置の制御回路は復旧する｡

上記のとおり加入者が送受器をあげてから通話路が完成するまで

の時間は約1,200msとなっている｡

加入者が選択順位の最後の場合にはセレクトマグネットの動作が

6ステップ増すので約400ms延長され,接続時間は約1,600msと

∴二･:

9.結 言

以上述べたようにAC-3形集線装置は一応実用の確信が得られた

が,接続時間はデータに表われているようになお短縮の余地があり,

価格の低廉化,安定化についても研究を進めている｡

集線装置は加入者の容量を大にすれば中継I陳の使用能率が増大し

て,線路の節約の点で有利となってくるので加入者容量を48回線と

した集線装置についても研究を進めている｡

終りに本装置の設計に際して多大のご指導をいただいた日本電信

電話公社,日本国有鉄道関係各位ならびに日立製作所渡辺技師長始

め工場関係各位に
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長田,矢頭

長田,福富

野上,堀田

く謝意を表する｡
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